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幕末庄屋家の一少年

　　石見福光下村恵比寿屋新太郎の生涯

こ江戸図屏風製作の周辺

一 その作者・製作年代・製作の意図などの模索

辻川時代の柳田国男

　一基礎的経験としての貧困

王の舞の解釈学

宮負家「祝義簿』の研究

　一近世農民家族の通過儀礼と子育て意識

銅鐸絵画の原作と改作

海南島における土器づくり

東国における中世在地系土器について

　一主に関東を中心にして一
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